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国特集病院における図書館ｼｽﾃﾑの現況

『Access2000』による当図書室の資料管理システムについて

Ｉ･導入のきっかけ

私が専任で現在の図書室担当になる以前は、

医事課職員と病棟クラークが交替で図書室業務

を兼務しておりました。両者とも前々任の図書

室担当者（専任）からの引き継ぎがあったわけ

ではないため、手探りの状態で業務を始めたそ

うです。そのため、私が専任で担当することに

なった当初、受入．文献依頼業務については前

任者からの引き継ぎを受けることができました

が、その他の業務については図書室にあった業

務資料と図書委員会の議事録を頼りに手探りの

状態で行っていました。

資料を読み進めるうちに、以前の図書委員会

で今後の図書室運営のためには「『情報館95」

導入の必要性」があることについて話し合われ

ていました。そこで、私も『情報館95」につい

て自分なりに調査をし、担当当初の図書委員会

で「情報館95」の導入について検討しました。

その結果、年間の図書予算を少しずつ残してシ

ステム鱗入に充てる、という方向で進めていく

ことになりました。

しかし、予算を残してシステムを購入するた

めには、年単位での長い期間が必要であり、導

入までには最低でも３年はかかると予想されま

した。力､といって導入するまでの間、書誌デー

タの登録．整理をしないわけにもいかず、どの

ように管理すればよいか悩みました。

担当当初は図書の受入は行っていませんでし

たので、図書データの登録業務はなく、定期購

読雑誌データ（誌名・巻号・価格・冊数）につ
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いてのみ、受入日ごとに「Excel」へ入力して

いました。そこで、担当するようになって約一

年が過ぎた頃に、業務が軌道に乗ったことと、

私自身が管理システムを一から作ることに少々

興味があったことから､図書の受入再開を機に、

統一した書誌データを作成しようと考えました。

幸い、前々任の図書担当者が「Access」を

利用して管理システムを作成しようと思ってい

たようで、「Access」のマニュアル本が図書室

にあり、「導入するまで」との軽い気持ちで

｢Accessjを使用した管理システムを作成し、

利用することにしました。

その後「情報館95」の導入についてはといい

ますと、結局のところ導入にはいたらず、現在

も自分で作成した管理データをより使いやすい

ように修正しながら利用しています。

Ⅱ．「Accessjとは？

ここで少し「Access」というソフトについ

て触れさせていただきます。

「Access」とは、データベースを作成・運用

するためのソフトで、一度に大きなデータを処

理できるのが特徴です。下記は『Access』で

使用される主な用語です。

テーブル：入力したデータを表の形で保存し

たもので、データベースの基本と

なるもの。

フォーム：データ入力用の画面。

レポート：データを印刷するための画面。

Ⅲ、資料管理

現在『Access」で作成したシステムは、書
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誌データの管理にのみ利用しています（当図書

室では相互貸借データ・予算データの管理は

『Excel』で行っています）（図ｌ）。そこで、

"システム”と呼べる程のものではございませ

んが、皆様の御参考にでもなればと思い、現在

の利用内容を“雑誌，,と“普籍'，に分けて御紹

介させていただこうと思います。

１．雑誌管理

当図書室では、雑誌ごとに同じ形式のテーブ

ルを作成し、書誌データを入力するようにして

います。入力しているデータは、「受入年月日」

｢巻号・通巻」「発行年月日」「特集記事」「備考」

です（図２）。「備考」柵には、検索する際に

キーワードになる書誌事項（別冊附録のタイト

ルや簡単な内容など）を入力しています。今後

は上記項目に「目次」の項月を追加したいと考

えています。なぜなら、キーワードとなりうる

言葉をより多くデータとして入力しておけば、

検索する際に該当するキーワードが増え、探し

ている文献が見つかる可能性がより商<なるか

らです。

しかし、現在のところデータが雑誌ごとに分

かれているために、検索も雑誌ごとに行わなけ

ればなりません。その上、上記でも述べさせて

いただきましたが、キーワードの入力が不十分

であるため、特集記事が掲載されていない雑誌

(洋雑誌など）については、文献検索ができな

いといったような問題があり、まだまだ改善が
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図２．雑誌入力画面

必要な点があります。

また「目次」項目に加え、貸出・不明データ

などといったような「所在」の項目も追加して

いきたいと思っています。

２．図書管理

図書管理システムを作成した当初は、雑誌と

同様にテーブルの形のままで入力していたので

すが、一つの書誌データがあまりにも横長にな

りすぎてしまい、一度にすべての書誌データを

表示することができず大変不便でした｡そこで、

現在はフォームを作成してデータを入力してい

ます（図３）。フォーム、つまり入力画面を作

成することができる点が『Accessjの大変便

利な点です。

現在入力しているデータは「書誌データ（タ

イトル・著者名などの基本データ)」「受入デー

タ（受入日・受入先などの管理データ)」「請求

記号」「備考」です。ここでの「備考」柵にも、

上記入力データ以外で可能な限りの書誌データ

(共著者名・目次など）を入力するようにして

います。作成当初は書名や著者名のヨミも入力

していたのですが、フォーム上での入力データ

があまりに多くなりすぎて見づらくなってし

まったため現在のところは省略しています。

また「図書データ」では、「所在状況」を入

力する欄を設けています。現在、ここには「○

○Ｄｒ､仮貸出中」「受入準術中」などのような、

主に配架前のデータを入力していますが、今後
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現在、当図書室で『Accessjを利用して管

理している業務はほんの一部に過ぎず、大半は

『Exceljで作成して目的ごとにフロッピーへ保

存しています。これは、利用している担当者本

人が、まだ極わずかしか『Accessjを理解で

きておらず、本来の機能の数パーセントしか使

いこなせていないためです。今後はもっと勉強

して、より使いこなせるようになり、当図書室

で行っている図書業務の大半が『Access」を

利用して、管理できるように作り替えていきた

いと思っています。
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Ⅳ、便利な機能

ここで、私が「便利だな」と思う『Accessj

の機能を御紹介させていただきます。

まずは“図書管理”の項でも述べさせていた

だきましたが、“フォームが作成できる”点だ

と思います。『Exceljで多項目のデータを入力

すると、一つの書誌データが横に長くなり、一

度にすべてのデータを表示することができませ

ん。しかし『Access』では、フォームを作成

することにより一画面ですべてのデータを表示

することができます。また、同じ画面からデー

タ入力もできるため、作業がしやすく大変便利

です。

もう一つは“条件にあったレポートを作成で

きる”点です◎この機能は、データ中の必要項

目だけを取り出し、その中で基準になる項目ご

とにレポートを作成することができるというも
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Iま雑誌と同様に、貸出・不明データなども入力

して、現在の所在状況が一目でわかるようにし

たいと思っています。

図３．図書入力画面（フォーム）

のです。私の場合は、出版年を基準にして廃棄

対象資料をまとめたり（図４）、分類番号を基

準にして行方不明資料を探したりするときに利

用しています。またこのレポートは、自分でレ

イアウトも作成できますので、私の場合は目的

にあわせて見やすいように形式を変更し、プリ

ントアウトするようにしています。

園吋。軍工菖ＪＦー~９－忘恩牟1画１

１４･罰ｐｐ圃画、慨EgJ。Ｅ“匡亘・凸盈Ｃｌ、．

傍翠挫＝暮両 ＝.,IIE迄㈱I‘壷Eー
漁１９．１１可に型叫剖園色型､＝』率1叉194‘，Ex地Ｉぷ9’，'…I鐸”謡-ｺ､可霜一罰Ｊｇｂ１８靴

§彊麺霞削臨識i恋V'５蟻i癖醗Unr蒋緬

図'４．図書:レポート画面
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